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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、看護職のメンタルへルスに焦点化し、感情労働、「関係性のなかでの自立」をキーワードにした仮設
実証型の論文である。主要な知見は、以下の 3点である。すなわち、第 1は、グローバル資本主義採用後の我が
国において、とりわけ、看護労働の現場では、メンタルヘルスが悪化していることを明らかにしたことである。第 2は、
一般に感情労働が行われるに比例してメンタルヘルスは悪化することが知られているが、「関係性のなかでの自
立」が緩衝要因として機能することを明らかにしたことである。第 3は、「関係性のなかでの自立」を促進する方法と
して対人関係トレイニングが有効であることを明らかにしたことである。現代社会は、関係性を生きることが困難な
条件が増幅されている。このようななかで、「関係性のなかでの自立」を促進することで、メンタルヘルスを向上させ
る道筋が明らかになったことは、知見として有意義である。加えて、以上の知見は、看護労働に限定されることなく、
広く対人援助職のメンタルへルスの課題にも応用可能な知見であると思料される。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
